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研究成果の概要 

本事業２年目として、デバイスの構築方法の基盤技術を確立した。ウェアラブル手話検出システ

ムに関しては、ほぼ完成した。今後さらに、検討を進めて、目標の word数を達成したいと考えてい

る。ウェアラブル無声言語検出システムに関しては、安定的にデバイス構築が可能となった。現

在、特徴点の一部が抽出できている。このようにデバイス加工方法を改善し、ストレッチャブルデバ

イスにデジタル解析ができるように、システム構築を行なった。伸縮配線と固体電子素子を連結さ

せる構造を基礎にデジタル化までを行えるプラットフォームを実現した。ウェアラブル手話検出シス

テム、ウェアラブル無声言語検出システムともに、今後さらに言語数を増やすとともに、その他のア

プリケーションの可能性を探る。これはストレッチャブルデバイス開発の要素技術の発展に寄与す

るものである。 
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